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新工法に対応したプロセス環境の提案
(新工法セッション希望)
井上克郎↑
本務では、新たな分散開発工程を官官捻としたプロセス潔境を提案する。
Proposal of New Process Environment 
KATSURO INOUEt 
We propose a new distributed software development environment and its associated process 
environment. 
1.はじめに
最近、ソフトウェアシステムのの開発環境が大きくか
わりつつある。今までの伝統的な仕様作成、設計、コー
デイング、テスト、デバッグなどのいわゆるウオ}タ}
フォール型開発から、プログラムの再利用、部品の組み
合わせ開発、ネットワークを利用したコンテンツ関発な
ど、既存の枠組では捉えることが困難な形態のシステム
開発(これらを新工法と呼ぼう)の割合が増加してい
る。
このようなシステム開発に対して、既存の考えのソ
フトウェアプロセスの定義、実行、計調IJ、評価などの方
法は、有効に働かないおそれがある1)。既存の技術は、
(プロセスプログラムを始めとして)基本作業を粒皮の
低い構成重要素と見て、ループで繰り返す、 F皆様化を行な
う、などと、個均の性質ではなく、檎成方法について議
論されていた。一方、新工法では、部分的には粒皮の小
さいプログラム作成作業を伴う場合志あろうが、多くの
場合は、粒皮の大きな部品を対象としており、根本的に
考え方を変える必要があろう。
2. プロダクト中心開発とプロセス
上記のような観点から考えると、偲hの開発プロジェ
クトに合わせて作られるプロダクトモデルが重要にな
る。どのような開発に対しでもプロダクトモデルは必須
であり、各プロダクトの成長がプロジェクトの進捗と藍
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接関わってくる。従って、偲々のプロダクトの成長を定
義、笑行、計測、評価することによって、プロジェクト
会体の進捗を知ることは素直な発想であろう。
プロダクトモデルをオフ・ジェクト指向的に定義し、
そのメソドとしてメトリクスに関する機能を用意する
ことは、そう図綾なことではない。たとえばPCTEの
OMSを利用し、プロジェクトの途中で利用される各プ
ロダクトをオブジェクトとして、それに付随させるプロ
セスの定義や実行方法、計測手法、そして、プロジェク
ト全体の進捗管理などと共に定義することはできる。使
用されるツールやワークステ}ション、さらに開発者な
どもオブジェクトとしてモデル化しプロジェクト全体を
一食してモデル化することも可能であろう。しかし、逆
にPCTEのような毘定されたプラットヲオームからし
か利用できない、という制約自身は、!日工法にみられ
た、固定された開発環境の利用の強制jとほぼ向じで、あ
まり魅力的な実現ではないのではなかろうか。
3. レポジトり中心分散開発モデル
近年、 wwwを始めとしてインターネット、イント
ラネットの利用が急速に普及し、その用途古古車富広くなっ
ている。ソフトウェアシステムの開発にも、これらの技
術を利用し、情報交換や情報の一元管理をはじめとし
てプロジェクト管理に用いることが検討されている2)。
我々は、上記の理由からプロジェクトに関する情報を柔
軟な形のレポジトリで一元管理し、そのインターフェー
スとしてwwwを利用する方法を検討している。この
システムの特徴としては、
@ リソ}スのー稜として、各開発者が利用するツール
? ? ??。
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もレポジトリで管理されており、開発者は必要に応
じて自分のサイトにダウンロードして利用する。
@作業結果のプロダクトや報告など全てはレポジトリ
に蓄え、各サイトで独自に保管しないか、または、
分散保管するとしても、会体としての整合性の管
理、以下に述べるアクセス記録の受合性などは保て
るようにする。
@ レポジトリへのアクセス記録は、アクセス考やその
待問と共に記録し、プロセスに関する基礎データと
して利用する。
ツ-)レをダウンロ}ドして作業する、ローカJレな情報
は持たないなどの特徴i土、現在では少し奇異かも知れな
いが、近いうちにこのような開発環境も生まれるかもし
れない。また、大型システムとそれを利用する端末と
いう少し前の形の開発とことなる点は、ユーザインター
フエ}スの自由さ、アクセス管理や記録に関するきめ細
かい制御が可能であることなどがあげられよう。
4. プロジェクトWEB ({&:称)
4.1 開発者にとって
開発者Aさんは、朝、プロジェクト WEBをチェック
する。そこには、自分が今までした作業の履歴と、これ
からのスケジュールが脅かれている。また、プロジェク
ト全体と自分の役鋭が番かれており、それぞれの進捗状
況がデータと共に分かる。
そこで、まず、昨日の続きである、ある再利用モ
ジューJレXの修正作業を行なうことにする。少しスケ
ジュールから遅れてお乃、同僚のBさんが用意するそ
ジュールZとの結合テスト(テストツールT)が出来ず
に闘っていることが分かっている。これらは、公開され
ているそジュールXへのアクセス記録やテストツ}ルT
の笑行綾援を見ることで容易に知ることができる。
デパァグ作業にはツ-)レDとそジユ}ルXをレポジト
リからダウンロードして行なう。モジユ-)レの変更のた
びに、その更新されたものはレポジトリに送られる。
しばらく作業を続けた後、ほほ、満足するものが出来
たと思い、 A氏は、その旨をWEBを通じて関係者に知
らせる。 Bさんは、さっそく XとZの結合テストを行な
い、その結果をレポートとして公開する。
4.2 管退者にとって
管理者は、プロジェクト会体をまとめであるオブジェ
クトに対応したWEBの情報ページを見ることによっ
て、作業の進捗状況をしることが出来る。さらに、詳細
な情報を得ることも偲々のオブジェクト(プロダクト、
ツ}ル、など)に対応した情報ページを見れば、そのプ
ロセス定義や実行方法、主主のプロセスデータやその評価
したものなど、具体的な情報が分かる。
必要に応じて、管理者は、開発者偲々の逮絡用のペー
ジにメッセ}ジを送ったりすることが出来る。
5. むすび
現在、上記のような開発潔竣の具体的なアーキテク
チャ、プロセス定義用言語、プロセス実行系、プロセス
データ収集ツール、評価システムなどを設計中である。
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